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一．要

一事
正

運

中

災
害
時
の
衛
生
対
策
を
強
化
し
よ
う
と
、
豊

田

市
は
、
ド
ラ

ッ
ク
で
の
運
搬
が
可
能
な
移
動
式
ト

イ
レ

ユ
ニ
ツ
ト
ー
基
を
購
入
し
、

１０
日
に
お
披
露

目
し
た
。
自
動
昇
降
機
を
備
え
、
容
易
に
荷
合
に

積
載
で
き
る
こ
と
か
ら
、
災
害
時
に
ト
イ
レ
が
足

り
な
い
避
難
所

に
速
や
か
に
届
け
ら
れ
る
と
い

う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
津
元
）

寧黎:

ト

０
ト
ラ
ッ
タ
の
荷
台
の
高
さ
ま
で
持
ち
上
が

っ
た
移
動
式
ト
イ
レ

ユ
ニ
ッ
ト

●
豊
田
市
が
新
た
に
導
入
し
た
移
動
式
ト
イ
レ

ユ
ニ
ッ
ト
Ｈ
い
ず
れ
も
市
役
所
で

豊
田
市
、
移
動
ユ
ニ
ッ
ト
導
入

ヂ

申

イレ不足 速やか解消
ト
ラ
ッ
ク
荷
台
の
製
造
・
販

売
を
手
が
け
る

「メ
イ
ダ
イ
」

（同
市
青
木
町
）
製
で
、
幅
約

２
肝
、
奥
行
き
約
５
ド
、
高
さ

約
３
紆
『
ユ
ニ
ツ
ト
本
体
に
取

り
付
け
ら
れ
た
自
動
昇
降
機
で

甲
ity

騨
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虫
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十

申
ア

タ

園

ブ

ェ
ル

ウ

オ

ー

ク

製 造 え

自
ら
持
ち
上
が
り
、
ク
レ
ー
ン

な
ど
が
な
く
て
も
荷
合
に
載
せ

ら
れ
る
。

洋
式
ト
イ
レ
の
個
室

二
つ
を

備
え
、
う
ち
１
室
は
１
畳
ほ
ど

の
多
目
的
仕
様
。
ス
ロ
ー
プ
が

取
り
付
け
ら
れ
、
高
齢
者
や
車

い
す
で
の
利
用
を
想
定
し
て
い

る
。
発
電
機
や
約
１
０
０
回
分

の
清
水

・
汚
水
タ
ン
ク
を
搭
載

し
、
停
電
や
断
水
し
た
場
所
で

も
設
置
で
き
る
。

こ
の
日
、
市
役
所
で
お
披
露

目
さ
れ
、

メ
イ
ダ
イ
の
岡
田
洋

一
社
長
ら
が
特
徴
を
説
明
。
車

い
す
利
用
者
の
市
職
員
が
体
験

し
た
。
太
田
稔
彦
市
長
は

「
あ

ら
た
め
て
災
害

へ
の
備
え
を
考

え
た
い
」
と
話
し
た
。

導
入
費
は
１
６
５
０
万
円
。

上
郷

地
区
防
災

倉
庫

で
保
管

し
、
災
害
時
以
外
に
イ
ベ
ン
ト

で
も
活
用
す
る
と
い
う
。
市
は

昨
年
、
け
ん
引
式
の

「ト
イ
レ

カ
ー
」
を
導
入
し
、
２
０
２
６

年
度
以
降
も
別
型
の
ト
イ
レ
カ

ー
の
配
備
を
進
め
る
。

妻鞭 建璃‖Б 安
城
更
生
病
脱

「今
後
も
進
化

関
係
者
ら
記
念
・

安
城
更
生
病
院

城
町
）
の
開
院
９０
［

典
が
８
日
、
同
市
｛

で
開
か
れ
、
関
係
ヤ

０
人
が
節
目
を
祝
一

関
係
者
が
節
目
，．

た
式
典
＝
安
城
」


